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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
環
境
会
議
八
尾

＝
地
域
資
源
循
環
型
サ
イ
ク
ル
の
社
会
構
築
を
め

ざ
し
、
八
尾
の
環
境
・
資
源
を
大
切
に
し
て
＝

　
自
然
環
境
会
議
八
尾
は
２
０
０
７
年
11
月
に
設

立
し
、
地
域
資
源
の
循
環
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立

を
め
ざ
す
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
で
、

菜
の
花
栽
培
や
八
尾
産
の
菜
種
油
づ
く
り
、
廃
食

油
で
、
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
の
体
験
会
の
活
動
や

Ｓ
Ｖ
Ｏ
（
直
接
植
物
油
利
活
用
）
方
式
に
よ
る
１

０
０
％
燃
料
化
の
研
究
、
身
近
に
あ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
（
太
陽
光
・
水
力
・
風
力
）
の

体
験
会
な
ど
の
市
民
へ
の
普
及
・
広
報
の
地
道
な

日
常
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
代
社
会
の
抱
え
て
い
る
課
題
と
し
て
、
環
境

破
壊
と
資
源
使
い
捨
て
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費

・
大
量
廃
棄
の
経
済
で
、
地
下
資
源
は
枯
渇
の
一

途
、
地
球
温
暖
化
を
招
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
故
は
、
事
故

そ
の
も
の
へ
の
危
機
感
と
共
に
、
国
内
外
の
関
心

を
高
め
、
脱
原
発
め
ざ
す
大
き
な
動
き
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
環
境
改
善

の
活
動
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
め
ざ
す
活

動
は
、
世
界
的
に
広
が
る
な
ど
、
環
境
問
題
へ
の

関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
環
境
会
議
八
尾
の
活
動

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
環
境
会
議
八
尾
で
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
身
近
に
存
在
し
便
利
に

活
用
で
き
る
と
い
う
実
践
を
通
じ
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
原
発
・

化
石
燃
料
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０

０
％
の
安
心
安
全
の
社
会
を
つ
く
る
一
助
に
な

れ
ば
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
会
議
八
尾
で
は
、
２
０
１
１
年
の

福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
以
降
、
地
震

大
国
日
本
で
危
険
な
原
発
の
廃
止
、
待
っ
た
な

し
の
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の
社
会
を
め
ざ
す
取
り
組

み
の
強
化
を
考
え
ま
し
た
。

八
尾
市
の
﹁
楽
し
い
環
境
支
援
金
﹂
や
、
大

阪
府
﹁
地
域
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ

す
活
動
と
低
炭
素
、
省
エ
ネ
推
進
活
動
﹂
補
助

金
を
活
用
し
な
が
ら
、
２
０
１
４
年
か
ら
は
、

市
民
に
向
け
て
﹁
自
分
で
電
気
を
つ
く
ろ
う
﹂

︵
小
型
太
陽
光
発
電
、
水
力
発
電
、
風
力
発
電
︶

の
活
動
、
２
０
１
６
年
か
ら
、
ベ
ラ
ン
ダ
太
陽

光
発
電
装
置
づ
く
り
の
体
験
会
、
２
０
１
７
年

に
は
、
ふ
じ
第
２
保
育
園
の
屋
上
を
お
借
り
し

て
、
府
民
共
同
発
電
所
を
大
阪
府
の
補
助
と
八

尾
市
民
の
出
資
と
募
金
︵
市
民
の
90
％
以
上
︶

で
建
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
が
多
発
す
る
現
代
の
状
況
の

中
、
災
害
時
に
活
用
で
き
る
太
陽
光
発
電
装
置

の
研
究
会
を
行
い
、
２
０
１
６
年
か
ら
は
、
ベ

ラ
ン
ダ
太
陽
光
発
電
装
置
、
さ
ら
に
２
０
２
０

年
か
ら
は
、
ス
マ
ホ
・
携
帯
充
電
に
特
化
し
た

小
型
太
陽
光
発
電
装
置
づ
く
り
を
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
中
の
、
小
型
太
陽
光
発
電
装

置
づ
く
り
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
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Ⅱ�　
ベ
ラ
ン
ダ
太
陽
光
発
電
装
置
の
開
発
と
普

及
の
と
り
く
み

ベ
ラ
ン
ダ
太
陽
光
発
電
装
置
は
、
今
で
は
大

阪
府
で
い
く
つ
か
の
環
境
団
体
で
普
及
運
動
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
原
発
ゼ
ロ

の
会
大
阪
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
で
は
、﹁
作
っ

て
み
よ
う
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
︵
小
さ
な
太
陽
光
発

電
︶
~
お
日
さ
ま
と
も
な
か
よ
く
~
楽
し
む
、

役
立
つ
ー
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
の
パ
ン
フ
︵
頒

価
１
０
０
円
︶
を
作
り
普
及
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、

１�

．
趣
旨
と
し
て
、
①
手
作
り
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー

は
ベ
ラ
ン
ダ
で
設
置
、
日
当
た
り
の
よ
い
窓

際
で
も
可
能
。
②
電
気
代
が
得
に
な
る
こ
と

は
な
い
。
③
停
電
時
な
ど
の
非
常
用
電
源
に

役
立
つ
。
④
電
気
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ

い
て
、
考
え
、
話
し
合
い
、
行
動
す
る
た
め

の
き
っ
か
け
づ
く
り
。

２�

．
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
装
置
を
作
る
で
は
、
①
太

陽
光
発
電
の
原
理
と
特
徴
で
、
太
陽
の
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
え
る
。
②
設
置
場
所

を
決
め
る
。

３
．
必
要
な
部
品
と
用
途
で
、
①
太
陽
光
パ
ネ

ル
、
②
チ
ャ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
、
③
バ

ッ
テ
リ
ー
、
④
イ
ン
バ
ー
タ
ー
、
⑤
接
続
用

部
品
、
配
線
材
一
式
、
⑦
シ
ガ
ー
ソ
ケ
ッ

ト
、
⑧
バ
ッ
テ
リ
ー
用
充
電
装
置
を
挙
げ
て

い
る
。

４
．
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
き
さ
と
バ
ッ
テ
リ
ー

の
容
量
で
発
電
量
は
決
ま
り
ま
す
。
価
格
例

と
し
て
、
①
10
Ｗ
前
後
︵
ス
マ
ホ
・
携
帯
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ス
タ
ン
ド
︶
約
１
万
円
、
②
30
Ｗ
前

後
︵
①
＋
ラ
ジ
カ
セ
︶
約
１
万
６
０
０
０

円
、
③
50
Ｗ
以
上
︵
①
②
＋
扇
風
機
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
︶
約
５
万
５
０
０
０
円
、
④
１

０
０
Ｗ
以
上
︵
①
②
③
＋
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ

ー
等
︶
約
12
万
１
４
５
０
円
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ⅲ�　
ス
マ
ホ
・
携
帯
に
特
化
し
た
移
動
可
能
な

小
型
太
陽
光
発
電
装
置
の
開
発
と
普
及
へ

自
然
環
境
会
議
八
尾
で
は
、
さ
ら
に
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
充
電
等
に
特
化
し
た
約
５

５
０
０
円
~
６
０
０
０
円
程
度
で
で
き
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
小
型
太
陽
光
発
電
装
置
の
説
明
会
と

製
作
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑴�　

太
陽
光
発
電
学
習
会
と
小
型
太
陽
光
発
電

装
置
制
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画

地
球
温
暖
化
や
環
境
破
壊
が
進
行
す
る
中

で
、
再
生
可
能
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
や
防

災
対
策
は
待
っ
た
な
し
と
い
っ
た
状
況
に
あ
り

ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
環
境
会
議
八
尾
は
、
再
生

可
能
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
、
太
陽
光
発
電

を
学
ぶ
学
習
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
災
害

時
の
備
え
も
兼
ね
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電

に
特
化
し
た
小
型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
製

作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
．
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
の
学
習
会

太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
、
パ
ネ
ル
の
大
き
さ

と
発
電
量
や
費
用
、
関
連
パ
ー
ツ
の
種
類
や
費

用
、
活
用
に
適
す
る
条
件
や
環
境
、
そ
の
他
、

い
ろ
い
ろ
気
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
ん
で

図　太陽光発電の仕組み。右側の図は、ベランダにパネルを固定して設置する仕組み
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す
。ま

た
、
子
ど
も
が
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
前
に
立

つ
と
陰
に
な
り
豆
電
球
が
暗
く
な
り
、
離
れ
る

と
明
る
く
な
る
な
ど
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
発
電
し

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
取
り
組
み
で
し

た
。

Ⅳ　
ベ
ラ
ン
ダ
太
陽
光
発
電
と
移
動
可
能
な
小

型
太
陽
光
発
電
を
広
げ
て

日
常
的
に
小
型
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
普
及
、
再
生
可
能

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
防

災
対
策
を
同
時
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
役
割
を
広
げ
る
運
動

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
た
だ
け
る
機
会
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
．
小
型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
製
作
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
常
的
に
小
型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
充
電
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
に

し
て
お
け
ば
、
再
生
可
能
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
と
防
災
対
策
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

住
宅
全
体
を
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
ま
か

な
う
と
、
か
な
り
高
額
な
負
担
に
な
り
ま
す

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電
に
特
化
し
た
小

型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ら
、
１
万
円
以
内

で
す
み
ま
す
の
で
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
し
て
は
、
と
て
も
よ
い
と
い
え
ま
す
。
太
陽

光
発
電
に
ご
興
味
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
こ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⑵　

小
型
太
陽
光
発
電
装
置
を
製
作
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
２
名
の
製
作
者
と
見
学
者
６

名
が
参
加

２
０
２
１
年
３
月
13
日︵
土
︶午
後
１
時
30
分

か
ら
、
八
尾
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
学
習
プ

ラ
ザ
﹁
め
ぐ
る
﹂
で
、
第
２
回
環
境
学
習
会
︵
地

域
社
会
農
業
の
す
す
め
︶
と
並
行
し
て
開
催
。

当
日
は
、
２
名
の
方
が
製
作
さ
れ
、
６
名
の
方

が
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
机
に
セ
ッ
ト
し
た
シ
ス
テ
ム
製
作
に
必

要
な
物
品
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
作
業
の
段

取
り
を
説
明
。
①
ケ
ー
ブ
ル
の
端
を
剥
い
て
銅

線
を
撚
っ
て
ハ

ン
ダ
付
け
処
理

を
す
る
。
②
ケ

ー
ス
に
キ
リ
で

小
穴
を
あ
け
、

電
動
ド
リ
ル
で

穴
を
あ
け
る
。

③
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
と
タ
ー
ミ

ナ
ル
や
バ
ッ
テ

リ
ー
を
つ
な
ぐ
銅
線
を
接
続
す
る
。
④
ケ
ー
ス

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
ネ
ジ
と

ナ
ッ
ト
で
取
り
付
け
、
ケ
ー
ス
に
バ
ッ
テ
リ
ー

を
セ
ッ
ト
す
る
。
⑤
パ
ネ
ル
と
ケ
ー
ス
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
延
長
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
い
で
動
作
状

態
を
確
認
す
る
。

制
作
し
た
方
か
ら
は
、﹁
携
帯
電
話
が
充
電

で
き
、
や
っ
た
！
﹂
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

⑶　
﹁
菜
の
花
観
賞
と
太
陽
光
発
電
で
遊
ぼ
う
﹂

で
、
太
陽
で
発
電
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
や

す
い
と
評
判
に

４
月
３
日︵
土
︶﹁
中
環
の
森
﹂
で
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
美
園
小
の
親
と
小
学
生
な
ど
19
名
で
、

﹁
菜
の
花
の
観
賞
と
太
陽
光
で
遊
ぼ
う
﹂
を
行

い
ま
し
た
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
に
子

供
た
ち
が
一
生
懸
命
絵
を
書
き
、
太
陽
光
で
発

電
し
た
豆
電
球
に
か
ぶ
せ
る
と
パ
ッ
と
輝
き
ま
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